
第 54回自動制御連合講演会 
2011年 11月 19日，20日	 豊橋技術科学大学 

 

1. 背景 

近年，認知機能検査の義務化で免許取消や自主返納
1)も増えているが，特に地方部では危険性を感じてい
ながら実際運転免許を返納すれば生活できない高齢者
も数多いと考えられる2)．最近の交通事故統計の傾向
として，全体の事故件数は減少しているが高齢者によ
る事故発生比率の増加が懸念されている．2009年6月か
ら義務づけられた認知機能検査では半年間に受けた約
23万8000人のうち2.4％が「記憶力・判断力が低くなっ
ている」，26.5％が「やや低くなっている」と判定され
た．このうち2人が免許取り消し処分を受けたほか，25
人が公安委員会や家族の助言で免許を自主返納してい
る．しかし地方部では公共交通が行き届いておらず，
買い物や通院のため運転免許を返上できない高齢者も
数多いと考えられる．運転行動時に要求される空間認
識，瞬間的判断力が脳機能の活性化に役立っており，
高齢者でも安全性が確保でき，これまでより長く運転
機能が維持できれば社会全体に好影響と考えられ，将
来増加が予想される高齢ドライバーへの交通事故対策
は社会的重要課題といえる．しかし日常の運転時には
危険度の自覚はなく，運転を続ける者も多い．そこで
年齢と注意機能の関連性を解析し，難しい予備知識を
必要とせずパソコンやタブレットPCなどユーザーフ
レンドリーな環境によって簡易に注意機能を評価し，
蓄積したデータを定量的に評価する手法を提案する． 

2. 研究の位置付け 
簡易的に注意機能を評価するために，本研究では，
パソコン上で動作する注意機能プログラムを開発した．
このプログラムは，画面上を移動するブロックが境界
線上に到達した際にタイミング良くボタンを押すこと
で反応時間などを計測する．反応・弁別・持続性とい
った検査バッテリーを評価し，その妥当性を検討する
ことが最初の目標である．また受診者が多く待ち時間
が限られているため検査課題はなるべく短時間で多く
の課題を含むよう設計した．本研究において開発した
検査課題について，注意機能との関連性を既往研究で
の分類方法から整理した3)． 
 
2-1. 単純反応時間の計測 
 
単純反応課題と呼ばれ，実験心理学における感覚・

知覚検査に用いられている方法である．本研究では，
モニタ画面上に条件を提示し，条件が満たされた場合
にボタンを押下することで反応と見なしている． 

 
2-2. 弁別反応時間の計測 
 
弁別反応課題と呼ばれ，多種の属性をもつ呈示され
た視覚刺激や聴覚刺激に対して，多種の反応様式で正
確に素早く反応する課題．実験心理学で用いられてい
る．本研究では，画面上の色分けしたブロックへの反
応を弁別と見なしている． 

 
2-3. 計測データの分類 
 
前述の課題をさらに細分化・グループ分けした． 
①正解のうち，速い反応のしめる割合を「速い反応」
と呼ぶ．②正解のうち，遅い反応のしめる割合を「遅
い反応」と呼ぶ．③不正解のうち，境界に差し掛かる
前にボタンを押下した場合を「おてつき」と呼ぶ．④
不正解のうち，境界を越えてしまった場合，「見落とし」
と呼ぶ．⑤不正解のうち，赤い色と青い色を間違えて
しまった場合を「弁別ミス」と呼ぶ． 

 

3. 実験方法 
 
反応と弁別の正答率を測定し年代別グループ分
けを行い比較する．被験者には画面上を移動するブ
ロックが中央の境界線にさしかかったらブロック
色に対応したボタンを押すように教示される．検査
中，画面上下左右端から中央に向かってブロックが
移動する．合計 100個のブロックが出現し，同時に
複数の出現する場合もある．移動速度には 3段階あ
り，色は青色と赤色の 2種類ある．検査時間は約 3
分間継続する．反応速度の分類条件は，ブロックが
境界線上にさしかかった時タイミング良くボタン
を押した場合に，ブロックが境界のどの位置にあっ
たかで反応速度を分類する．境界に差し掛かった直
後（進行方向からみて先端２０％部分での反応）で
あれば速い反応とする．ブロックの６０％部分は普
通の反応とし，	 末端２０％部分でのボタン押下を
遅い反応とした． 
実験には Microsoft Windows が動作する一般的な
デスクトップ機を使用し，ユーザインタフェイスに
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は青色・赤色のボタンを用意した．被験者がボタン
を押した際に，スピーカでチャイム音を再生，正
解・不正解を被験者に通知している． 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

Fig. 1: experimental equipment. 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Fig. 3: response speed classification. 
 

4. 集計結果 
 
実験は，高知検診クリニックの協力を得て，同院

を受診した方の中から希望者に実施，30 代から 70
代まで 244 人（2011 年 5月 20 日~2011 年 7月 30
日）のデータを得た．年齢の構成は以下の通り． 
・30歳代 34名(男性 13，女性 21) 
・40歳代 80名(男性 40，女性 40) 
・50歳代 90名(男性 44，女性 46) 
・60歳代 26名(男性 15，女性 11) 
・70歳代 4名(男性 2，女性 2) 
※70歳代はサンプル数が少ないため除外している． 
計測した結果を年代ごとに集計し, ヒストグラムの
正規曲線でそれぞれ比較した． 

 

 
Fig. 2: inspecting explanation. 

 
Fig. 4: overlook passage distribution. 

Table. 1: overlook passage distribution. 
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Fig. 6: distinguish miss distribution. 

Table. 3: distinguish miss distribution. 

 

 
Fig. 5: mistake touch distribution. 

Table. 2: mistake touch distribution. 

 

 
Fig. 7: slow response distribution. 

Table. 4: slow response distribution. 

 

 
Fig. 8: fast response distribution. 

Fig. 5: fast response distribution. 
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5. 考察とまとめ 
 
本研究の結果では，年齢が上がると移動体を見落

とす確率が高くなる傾向があり，高齢者ほど注意分

散機能が低下していると考えられ，実際の運転時に

反応速度の低下がアクシデントの回避等に影響を

与えている可能性がある．運転中のリスク知覚に差

はないが，反応時間が遅れる，重要な点を見逃す，

といった能力低下を自覚していないことが，結果的

にリスクを引き上げていると思われる．コンパクト

な実装でも単純反応などの機能が計測できたこと

で，診療所などに簡単に設置でき，また web配信な
どによって個人への普及も考えられる．計測結果に

は個人差が存在するものの，継続してデータを蓄積

することで反応速度など運転技能に関わる能力低

下を指摘し，注意を促すといった仕組み作りを通し

て，高齢ドライバーの安全運転につなげていきたい． 
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